
資料２

都市計画税の税率について

１　埼玉県内各市の税率適用状況（平成２８年度）

税率 割合
0.30% 11 市 27.5%
0.27% 3 市 7.5%
0.25% 6 市 15.0%
0.20% 14 市 35.0%
0.18% 1 市 2.5%
0.17% 1 市 2.5%
0.15% 2 市 5.0%
0.10% 2 市 5.0%
計 40 市 100.0%

２　近隣３市における都市計画税及び土木費の状況（Ｈ27決算比較）

　　和光市　２．９７倍（８位／４０市）【過去７年の平均値：２．２３倍】
　　朝霞市　０．４１倍（３９位／４０市）【過去７年の平均値：０．５３倍】
　　志木市　０．９１倍（３５位／４０市）【過去７年の平均値：０．５３倍】
　　新座市　１．３１倍（２８位／４０市）【過去７年の平均値：１．３５倍】

　　和光市　＋約１６億７千万円（６位／４０市）【過去７年の平均値：＋１０億１千万円】
　　朝霞市　－約７億４千万円（３９位／４０市）【過去７年の平均値：－５億８千万円】
　　志木市　－約５，７００万円（３４位／４０市）【過去７年の平均値：－３億２千万円】
　　新座市　＋約３億５千万円（２５位／４０市）【過去７年の平均値：＋４億５千万円】

　　和光市　１１．４６％（２位／４０市）【過去７年の平均値：７．０６％】
　　朝霞市　マイナス３．２２％（３９位／４０市）【過去７年の平均値：－２．１６％】
　　志木市　マイナス０．４１％（３５位／４０市）【過去７年の平均値：－２．５０％】
　　新座市　１．２４％（２９位／４０市）【過去７年の平均値：１．６６％】

市数

【近隣３市の適用税率】
朝霞市　０．２％
志木市　０．１８％
新座市　０．１７％（平成２９年度から０．２％）

※　東京２３区の適用税率は０．３％です。

　　近隣３市の都市計画税収入と都市計画事業支出の関係性を示すと、以下のとおりです。
　　なお、埼玉県内の市での比較を可能とするため、「土木費に占める普通建設事業費の
　額」を都市計画事業費とみなして分析します。
　※　右側の順位は県内順位です。

　都市計画税収に対して、何倍の「土木費に占める普通建設事業費の額」を支出したか
　という視点で比較すると？

　「土木費に占める普通建設事業費の額」に対する（都市計画税収を除いた）持ち出し
　額がどれくらいかという視点で比較すると？

　「土木費に占める普通建設事業費の額」への持ち出し額が標準財政規模の何パーセン
　トにあたるかという視点では？

　以上のとおり、本市の土木費に占める普通建設事業費の額（≒都市計画事業費）は県内でも
高い水準にあり、近隣３市とは比較にならない状況にあることがわかります。

　埼玉県内の市では、０．２％を適用している市が１
４市で最も多く、０．３％を適用している市が１１市
と２番目に多い状況となっています。


